
◉
雇
用
の
創
出
・
就
労
促
進

　
　

農
畜
産
物
の
販
路
拡
大	

１
１
７
０
万
円

　
生
産
者
・
Ｊ
Ａ
・
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
て
、
渥
美
半

島
産
の
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
の
た
め
、
マ
ル
シ
ェ
出
展
支

援
の
ほ
か
、
都
市
圏
で
の
花
き
販
路
拡
大
や
海
外
販
路
拡
大

な
ど
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
　

水
産
業
の
担
い
手
育
成	

１
８
０
万
円

　
漁
業
者
を
対
象
に
勉
強
会
や
先
進
地
視
察
な
ど
を
実
施

し
、
あ
さ
り
を
は
じ
め
と
す
る
水
産
資
源
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の

推
進
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

　
　

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
推
進	

１
７
４
０
万
円

　
市
内
観
光
事
業
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
観
光
お
も
て
な
し

大
学
や
、
国
内
外
か
ら
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
基
盤
づ
く
り

と
し
て
の
分
か
り
や
す
い
観
光
案
内
サ
イ
ン
整
備
計
画
の
策

定
、
観
光
地
の
景
観
整
備
な
ど
を
実
施
。
魅
力
あ
る
渥
美
半

島
を
目
指
し
ま
す
。

　
　

市
内
宿
泊
費
の
助
成	

１
０
０
０
万
円

 　
市
内
へ
の
宿
泊
を
誘
発
し
、
観
光
需
要
な
ど
に
よ
る
新

た
な
消
費
喚
起
を
図
る
た
め
、
市
外
の
大
学
や
企
業
な
ど
の

団
体
が
市
内
で
行
う
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
合
宿
な
ど
の
宿
泊
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

税制改正により、市税の大きな割合を占めている法人市民税の税率が変更され、
地方交付税の縮減と合わせて、今後数年間で大幅な減収が予想されています。
このような状況の中で、財政規模の縮小を図りながら、将来を見据えた地方創生
の施策を戦略的に展開し、長期的展望に立った施策の構築、元気な渥美半島の実
現を目指して予算編成を行いました。
ここでは、主な事業と予算額をご紹介します。※金額は10万円未満切り捨て

▼財政課☎27‐8601 

平成 28 年度予算  主な取り組み

減収に立ち向かう
渥美半島の元気 創出 予算

◉
定
住
・
移
住
促
進

　
　
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
推
進	

１
７
６
０
万
円

　
市
の
認
知
度
や
イ
メ
ー
ジ
の

向
上
の
た
め
、
物
産
展
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
開
催
、
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
の
拡
充
な
ど
を
通
し

て
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
活
動
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

移
住・定
住・子
育
て
世
帯
へ
の
住
宅
取
得
支
援 

	

６
０
８
０
万
円

　
人
口
増
、
都
市
機
能
の
維
持
を
図
る
た
め
、
市
内
に
一
戸

建
て
を
建
築
し
て
定
住
す
る
若
者
・
子
育
て
世
帯
（
45
歳
以

下
）
に
対
し
て
、
建
築
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
　

空
き
家
活
用
の
促
進	

１
６
０
万
円

　
市
内
に
あ
る
空
き
家
の
有
効
利
用
を
通
し
て
、
定
住
人
口

の
誘
導
・
増
加
を
図
る
た
め
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
す
る

住
宅
に
対
す
る
改
修
費
用
の
一
部
助
成
を
拡
充
し
ま
す
。

　
　
サ
ー
フ
タ
ウ
ン
構
想	

３
２
０
万
円

　
市
外
か
ら
訪
れ
る
サ
ー
フ
ァ
ー
や
移
住
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、「
サ
ー
フ
ィ
ン
の
街
」
実
現
の
た
め
の
条
件
や

課
題
を
整
理
し
、
具
体
的
な
施
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

新規新規 拡充拡充

新規新規 拡充拡充
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